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平成20年３月期業績予想の修正に関するお知らせ 

 

平成19年5月18日に公表した平成20年３月期（平成19年４月１日～平成20年３月31日）の業績

予想を下記の通り修正致しましたのでお知らせいたします。 

 

 

記 

 

 

１． 平成 20 年 3 月期中間期業績予想数値の修正（平成 19 年４月１日～平成 19 年９月 30 日） 

 

（１） 連結業績予想数値の修正 

（単位：百万円） 

連結・中間 売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 

前回発表予想(A) 8,000 680 450 150

今回修正予想（B） 7,100 680 450 150

増減額（B-A） ▲900 0 0 0

増減率 ▲11.2% 0.0% 0.0% 0.0%

（ご参考）前期実績 

（平成 19 年３月中間期） 

1,515 ▲210 ▲320 ▲227

 

 

 

 

 



（２） 個別業績予想数値の修正 

（単位：百万円） 

個別・中間 売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 

前回発表予想(A) 7,000 720 750 400

今回修正予想（B） 6,100 660 700 400

増減額（B-A） ▲900 ▲60 ▲50 0

増減率 ▲12.9% ▲8.3% ▲6.7% 0.0%

（ご参考）前期実績 

（平成 19 年３月中間期） 

1,044 ▲65 ▲12 ▲25

 

 

２． 平成 20 年 3 月期業績予想数値の修正（平成 19 年４月１日～平成 20 年３月 31 日） 

 

（１） 連結業績予想数値の修正 

（単位：百万円） 

連結・年間 売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 

前回発表予想(A) 11,700 1,600 1,100 600

今回修正予想（B） 10,500 1,600 1,100 600

増減額（B-A） ▲1,200 0 0 0

増減率 ▲10.3% 0 0 0

（ご参考）前期実績 

（平成 19 年３月期） 

8,094 774 535 255

 

（２） 個別業績予想数値の修正 

（単位：百万円） 

個別・中間 売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 

前回発表予想(A) 9,400 1,400 1,500 850

今回修正予想（B） 8,200 1,400 1,500 850

増減額（B-A） ▲1,200 0 0 0

増減率 ▲12.8% 0 0 0

（ご参考）前期実績 

（平成 19 年３月期） 

6,910 1,059 1,164 649

 



３． 修正の理由 

 

平成 19 年 3 月期において総売上高に占める売電収入の割合が、初めて 20％を超えたことから、

セグメント情報を開示致しました。今後とも売電収入の比率は高まっていき、当社が創業以来、目

指して参りました「電力販売事業者」としての礎が着々と固まりつつあります。 

今後一層売電収入セグメントへ経営資源を投入することとなり、従来の風力発電機販売セグメント

の比率が縮小する見込みであることから、風力発電機等の販売業務は代理店方式に経営形態を

変更致します。従って、当期の新規契約に伴う、風力発電機販売セグメントの売上には代理店手

数料を計上することになります。 

当期（平成 20 年 3 月期）に関しましては、前期に契約済の風力発電機等については風力発電機

販売に伴う売上を計上します。今期新規に契約する風力発電機等については代理店手数料が計

上されます。平成 21 年 3 月期以降の風力発電機販売セグメントの売上高には、代理店手数料の

みが計上されることになります。 

尚、代理店手数料のみが売上に計上されることになっても、風力発電機等、１単位あたりの利益

金額に変更はありません。 

 

（１） 売上の修正について 

 

当期に販売する風力発電機等については、従来の契約形態に従い全量風力発電機販売売上を

計上する予定でしたが、今期新規に契約する風力発電機等については代理店手数料のみを計

上することと致しました。その結果、今期の風力発電機等販売セグメントにおける売上が、中間・通

期ともに当初予想を下回る見通しであります。 

 

（２）利益の修正について 

 

（１）でご説明した売上の修正に伴う通期の利益の修正はございません。 

しかし、中間期においては風力発電機等の一部製造遅延があり、その売上が下期にずれ込む見

込みであります。そのため単体では当初予想を若干下回るものの、売電部門においてメンテナン

スコストの削減に努めた結果、売電部門の利益は当初予想を上回る見込みです。連結では当初

予想通り着地する見込みです。 

尚、通期での利益見通しにも変更はございません。 

 

 



上記に記載した予想数値は、現時点で入手可能な情報に基づき判断した見通しであり、多分に

不確定な要素を含んでおります。実際の業績等は、業況の変化等により、上記予想数値と異なる

場合があります。 

以 上 


